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甲

　圧潰した壊死骨頭ではしばしば関節面の凹凸不整が観察されるが、圧潰の程度が関節面に及ぼす影
響については十分に分かっていない。我々はまず、手術時に摘出された76壊死骨頭を対象に、2mmスラ
イス厚のマイクロCT冠状断像における関節面の不整を巨視的に評価した。関節面の不整は68/76骨頭で
観察され、主に外側の壊死境界域で観察された。関節面不整を有する骨頭は不整の無い骨頭よりも平
均圧潰幅が有意に大きかった（p＜0.0001）。ROC曲線解析において、外側の壊死境界域に関節面不整
を有する骨頭の圧潰幅のカットオフ値は1.1mmであった。次に、圧潰幅が3mm未満の28骨頭を対象に、
自動的にカウントされた負の点の数に基づいて関節面の不整を定量的に評価した。その結果、関節面
の不整の程度と圧潰幅との間には正の相関を認めた（r=0.95, p<0.0001）。壊死域を覆う関節軟骨の
組織学的評価を行ったところ（n=8）、石灰化層における細胞壊死と、深層および中層における細胞配
列の異常が認められた。結論として、壊死骨頭における関節面の凹凸不整は圧潰の程度に依存してお
り、肉眼的凹凸不整を伴わなくとも関節軟骨はすでに変化していた。
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